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税
制
全
体
の
抜
本
的
見
直
し
と

国

民

的

議

論

を

パ
ワ
ー
増
強
や
中
低
所
得
者
に

対
す
る
高
額
療
養
費
の
負
担
軽

減
な
ど
評
価
で
き
る
面
も
あ
っ

た
が
、
そ
の
財
源
捻
出
の
た
め

重
点
化
・
効
率
化
と
さ
れ
た
も

の
に
多
々
問
題
点
が
あ
っ
た
。

そ
の
内
、
最
大
の
問
題
で
あ
っ

た
外
来
受
診
時
の
定
額
負
担
と

　
～
　
歳
の
窓
口
負
担
を
１
割

７０

７４

か
ら
２
割
に
す
る
案
は
先
送
り

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
受
診
時

地
域
包
括
ケ
ア
で
シ
ン
ポ
 （
２
面
）

医
療
ミ
ス
は
病
院
負
担
と
の
訴
訟
 （
３
面
）

京
都
市
長
選
に
あ
た
っ
て
 （
４
面
）

主な内容

　
政
府・与
党
は

「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」

大
綱
素
案
を
と

り
ま
と
め
た
。

　
医
療
・
介
護

従
事
者
の
マ
ン

の
定
額
負
担
見
送
り
に
よ
り
、

財
源
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
高

額
療
養
費
の
負
担
軽
減
も
ほ
ん

の
一
部
に
な
り
そ
う
だ
が
、
他

の
財
源
、
例
え
ば
保
険
料
を
少

し
上
げ
て
も
実
現
し
て
ほ
し

か
っ
た
。
消
費
税
に
つ
い
て

は
、２
０
１
４
年
４
月
に
８
％
、

　
年
　
月
に
　
％
と
決
め
た
。

１５

１０

１０

　
　
年
度
の
政
府
予
算
案
で

１２
は
、
一
般
会
計
　
・
３
兆
円
の

９０

歳
出
で
、
歳
入
は
税
収
の
　
・
４２

３
兆
円
に
対
し
て
国
債
発
行
が

　
・
２
兆
円
と
国
債
依
存
度
が

４４過
去
最
高
の
　
％
と
な
り
、
４

４９

年
連
続
で
国
債
発
行
額
が
税
収

を
上
回
る
事
態
と
な
っ
た
。
復

興
債
も
加
わ
り
、
国
債
を
中
心

に
国
の
債
務
は
　
年
度
末
に
は

１２

１
千
兆
円
を
超
え
る
。
所
得

税
、
法
人
税
の
減
税
に
景
気
低

迷
が
加
わ
っ
て
、
税
収
は
ピ
ー

ク
時
の
　
年
度
に
比
べ
て
　
兆

９０

２０

円
位
落
ち
て
い
る
。

　
更
に
法
人
税
（
国
税
）
は
４
・

５
％
、（
法
人
実
効
税
率
と
し

て
は
５
％
）
引
き
下
げ
が
決

ま
っ
て
お
り
、
復
興
財
源
と
し

て
３
年
間
は
１
割
の
付
加
税
が

課
さ
れ
る
の
で
、
実
質
引
き
下

げ
は
２
・
５
％
だ
が
４
年
目
か

ら
は
５
％
丸
々
引
き
下
げ
に
な

る
。
法
人
税
は
外
国
に
比
べ
て

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

種
々
の
優
遇
税
制
も
あ
り
、
実

際
の
負
担
率
は
高
く
な
い
と
す

る
レ
ポ
ー
ト
も
あ
る
。
さ
ら
に

大
企
業
に
は
内
部
留
保
が
２
５

０
兆
円
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

中
小
法
人
の
税
率
引
き
下
げ
は

と
も
か
く
、
大
企
業
の
法
人
税

率
引
き
下
げ
が
本
当
に
必
要
か

議
論
の
余
地
が
あ
る
。
所
得
税

も
課
税
所
得
５
０
０
０
万
円
超

に
つ
い
て
最
高
税
率
を
　
％
か

４０

ら
　
％
に
上
げ
た
が
、
２
５
０

４５
０
万
円
超
で
も
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
民
主
党
が
当
初
、
考
え
て
い

た
特
別
会
計
の
見
直
し
に
よ
る

財
源
（
埋
蔵
金
）
も
あ
ま
り
出

て
こ
な
か
っ
た
が
、
一
般
会
計

同
様
、
特
別
会
計
も
国
民
の
前

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ

し
い
。
社
会
保
険
料
も
高
所
得

者
の
上
限
引
き
上
げ
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
ま
ず
消
費
税
増
税
あ

り
き
で
な
く
、
税
制
全
体
の
在

り
方
を
、
国
民
の
前
で
与
野
党

で
議
論
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
上

で
、
消
費
税
が
上
が
る
場
合

は
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
は
控

除
対
象
外
消
費
税
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

財
政
の
健
全
化
も
大
切
だ
が
、

社
会
保
障
を
確
立
し
て
将
来
不

安
を
解
消
し
、
国
民
が
安
心
し

て
消
費
に
向
か
う
よ
う
な
施
策

を
求
め
た
い
。

は
、
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
国
債
の
格

下
げ
に
ま
で
話
が
及
び
、
ユ
ー

ロ
安
の
嵐
と
な
っ
て
い
る
▼
借

金
を
多
量
に
抱
え
て
い
る
の
が

悪
い
と
い
わ
れ
て
し
ま
え
ば
そ

れ
ま
で
だ
が
、
何
か
資
本
主
義

の
暴
走
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

投
資
マ
ネ
ー
に
振
り
回
さ
れ
、

格
付
け
会
社
の
国
債
ラ
ン
ク
付

け
に
右
往
左
往
し
、
投
資
資
金

の
行
方
に
政
治
が
ア
タ
フ
タ
し
、

経
済
が
混
乱
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
個
人
向
け
復

興
国
債
も
順
調
の
よ
う
だ
が
、

借
金
を
国
内
で
何
と
か
し
て
い

る
割
合
が
高
い
と
は
い
え
、
大

借
金
国
の
円
が
な
ぜ
か
高
く
な

り
、
円
高
で
輸
出
の
足
が
引
っ

ぱ
ら
れ
、
製
造
を
海
外
に
移
す

…
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ど
こ
ろ
で
な
い
経
済

問
題
だ
▼
財
政
と
社
会
保
障
の

一
体
改
革
へ
と
早
々
に
内
閣
改

造
を
し
て
力
を
入
れ
る
よ
う
だ

が
、
今
の
体
制
に
手
を
入
れ
る

の
で
な
く
、
根
本
的
に
変
え
て

し
ま
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う

思
い
が
、
大
阪
維
新
の
会
へ
の

期
待
と
な
り
、
公
募
区
長
へ
募

集
殺
到
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。一
方
で
、大
阪
市
交

通
局
職
員
の
早
期
退
職
希
望
者

も
殺
到
状
態
の
よ
う
で
、
橋
下

さ
ん
の
や
り
方
が
良
い
か
は
疑

問
だ
が
、
あ
の
よ
う
な
勢
い
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
今
な
の

だ
ろ
う
▼
信
長
が
壊
し
、
秀
吉

が
な
ら
し
て
、
家
康
が
徳
川
三

百
年
の
太
平
を
築
い
た
。
太
平

洋
戦
争
を
も
乗
り
切
っ
た
薩
長

藩
閥
政
府
官
僚
体
制
に
ガ
タ
が

き
た
今
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
時

が
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

今
年
は
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
混
沌
の
中
に
光
は
見
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。 
（
門
雀
庵
）

　
ギ
リ
シ
ャ

の
財
政
問
題

に
端
を
発
し

た
ユ
ー
ロ
圏

の
金
融
危
機

　
医
療
・
介
護
部
分
の
焦
点
と

な
っ
て
い
た
受
診
時
定
額
負
担

は
、
こ
の
間
の
反
発
を
受
け
て

「
患
者
間
で
負
担
を
支
え
合
う

こ
と
に
な
る
」
な
ど
か
ら
盛
り

込
ま
ず
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て

見
込
ん
で
い
た
高
額
療
養
費
制

度
の
見
直
し
は
、
財
源
を
確
保

し
た
上
で
年
間
の
負
担
上
限
額

を
設
け
「
年
収
３
０
０
万
円
以

下
程
度
の
所
得
が
低
い
方
に
特

に
配
慮
す
る
」
と
し
た
。　
～
７０

　
歳
の
患
者
負
担
は
　
年
度
も

７４

１２

１
割
に
据
え
置
く
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
廃
止
を
明
確
化

さ
せ
る
た
め
　
年
通
常
国
会
に

１２

「
法
案
を
提
出
す
る
」
と
し
た
。

　
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
①

病
院
・
病
床
機
能
の
分
化
・
強

化
、
②
在
宅
医
療
の
推
進
、
③

医
師
確
保
対
策
、
④
チ
ー
ム
医

療
の
推
進
―
を
柱
に
、
同
時
改

定
、
医
療
計
画
へ
の
位
置
付

け
、
医
療
法
等
関
連
法
の
順
次

改
定
を
予
定
す
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
急
性
期
病
床
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
、
一
般
病
床
で

も
在
院
日
数
短
縮
を
進
め
、
早

期
に
在
宅
へ
移
行
、
医
療
と
介

護
の
連
携
（
実
際
に
は
介
護
中

心
）
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
化
の

流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
素
案
の
描
く
社
会
保
障
と
税

の
あ
り
方
の
将
来
像
は
、
国
の

社
会
保
障
に
対
す
る
公
的
責
任

を
後
退
さ
せ
て
地
方
が
責
任
を

負
う
も
の
に
つ
く
り
か
え
る
こ

と
、
同
時
に
社
会
保
障
へ
投
入

す
る
公
費
財
源
を
大
衆
課
税
で

あ
る
消
費
税
で
賄
う
こ
と
を
内

容
と
し
て
い
る
。
協
会
は
現
場

の
実
情
に
基
づ
い
た
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
、
今
後
も
国
・
自

治
体
に
提
言
し
て
い
く
。

　
政
府
・
与
党
は
１
月
６
日
、
社
会
保
障
改
革
本
部
を
官
邸
で
開
き
、
消
費
税
率
を
２
０
１

４
年
４
月
に
８
％
、　
年
　
月
に
　
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
柱
と
し
た
「
社
会
保
障
・
税

１５

１０

１０

一
体
改
革
素
案
」
を
正
式
決
定
し
、
閣
議
報
告
し
た
。
野
田
首
相
は
与
野
党
協
議
で
合
意
を

取
り
付
け
た
後
に
大
綱
を
閣
議
決
定
し
、関
連
法
案
の
３
月
末
の
国
会
提
出
を
目
指
す
方
針
。

岡
﨑
祐
司
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
地
域

包
括
ケ
ア
を
論
議
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
は
見
送
り

消
費
税
の
段
階
的
増
税
を
明

消
費
税
の
段
階
的
増
税
を
明
記記

　
協
会
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
　
月
　
日
に
京
都

１２

１７

ア
ス
ニ
ー
で
開
催
。
ち
ょ
う
ど

１
年
前
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、「
国
の
考
え
る
地
域

一体改革素案

包
括
ケ
ア
」
に

つ
い
て
論
議
し

た
後
、
会
内
に

設
置
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
検
討

委
員
会
に
お
い

て
内
外
の
医

療
・
福
祉
関
係

者
に
よ
る
検
討

を
進
め
て
き

た
。
そ
の
集
大

成
と
し
て
、
本

来
あ
る
べ
き
地

域
包
括
ケ
ア
と

は
何
か
に
つ
い

て
論
議
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
１

０
３
人
の
医
師
・
介
護
関
係
者
・

市
民
が
参
加
し
た
。（
２
面
に

概
要
）

シンポジウムで議論
本来の地域包括ケアとは ！
子ども在宅医療や
精神障害者も含め

ぶ
意
見
書
を
提
出
し
、
多
数
の

項
目
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
を

要
求
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
保
団
連
・
保
険
医
協
会
が

要
求
し
て
き
た
内
容
も
多
数
含

ま
れ
て
い
る
が
、
１
月
か
ら
２

月
の
中
医
協
で
の
検
討
の
最
終

盤
に
お
い
て
、
我
々
保
険
医
の

要
求
を
反
映
し
た
改
定
内
容
と

な
る
か
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
最
後
ま
で
粘
り
強
く
要
求
し

て
い
き
た
い
。

　
特
に
、
①
「
診
察
に
あ
た
っ

て
、
基
本
的
な
医
療

の
提
供
に
必
要
な
人

的
、
物
的
コ
ス
ト
」

さ
え
保
障
し
て
い
な

い
低
い
再
診
料
の
改

善
、
②
入
院
中
の
他

医
療
機
関
受
診
の
制

療
・
介
護
の
姿
』
を
念
頭
に
置

い
て
」
取
り
組
む
、
と
し
て
い

る
点
は
注
意
が
必
要
だ
。　
年
１２

１
月
６
日
に
閣
議
報
告
さ
れ
た

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
素

案
」
で
示
さ
れ
た
急
性
期
医
療

の
充
実
、
在
宅
医
療
の
推
進
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
は
重
要

な
課
題
だ
。
し
か
し
一
体
改
革

は
、
急
性
期
病
床
、
一
般
病
床

の
平
均
在
院
日
数
短
縮
を
よ
り

進
め
、
よ
り
早
期
に
在
宅
医
療

に
移
行
し
て
、
介
護
を
中
心
に

医
療
・
介
護
の
連
携
で
支
え
さ

せ
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
が
、

介
護
保
険
制
度
は
持
続
可
能
性

の
名
目
の
下
に
給
付
が
抑
制
さ

れ
て
い
る
。
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
上
の
給
付
抑
制
が
具
体
化

さ
れ
る
よ
う
な
、
同
時
改
定
に

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
同
日
昼
間
に
開
催
さ

れ
た
中
医
協
で
、
診
療
側
（
二

号
側
）
委
員
は
Ａ
４
版
　
ペ
ー

１２

ジ
（
医
科
は
７
ペ
ー
ジ
）
に
及

長
期
収
載
品
が
０
・
９
％
追
加

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
医
療
費

ベ
ー
ス
で
０
・
　
％
、
約
２
５

０６

０
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
実
質
的
に
全
体

で
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
る
。
こ

の
金
額
は
、
再
診
料
２
点
（
診

療
所
１
点
分
で
１
０
０
億
円
、

病
院
１
点
分
で
　
億
円
）
に
相

２０

当
す
る
金
額
で
あ
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
、　
年
診
療
報
酬
改
定

１２

の
財
源
に
繰
り
入
れ
て
、
不
合

理
是
正
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。

　
今
回
の
合
意
文
書
は
、　
年
１２

改
定
に
向
け
た
中
医
協
の
議
論

に
踏
み
込
む
よ
う
な
、
財
務
省

主
導
の
入
院
・
入
院
外
の
配
分

比
率
に
関
す
る
縛
り
や
、
診
療

所
か
ら
病
院
へ
財
源
移
転
を
求

め
る
よ
う
な
内
容
が
合
意
さ
れ

て
い
な
い
点
は
評
価
で
き
る

が
、「『
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
成
案
』
の
確
実
な
実
現
に
向

け
た
最
初
の
第
一
歩
で
あ
り
、

『
２
０
２
５
年
の
あ
る
べ
き
医

　
２
０
１
１
年
　
月
　
日
夜
、

１２

２１

診
療
報
酬
の
　
年
度
改
定
率
に

１２

つ
い
て
小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣

と
安
住
財
務
大
臣
が
合
意
し

た
。
全
体
で
プ
ラ
ス
０
・
０
０

４
％
、
本
体
で
プ
ラ
ス
１
・
３

７
９
％
の
改
定
と
な
り
、薬
価
・

材
料
価
格
の
１
・
３
７
５
％
引

下
げ
に
よ
り
捻
出
さ
れ
る
約
５

５
０
０
億
円
が
財
源
と
な
る
。

ま
た
、
介
護
報
酬
改
定
も
プ
ラ

ス
１
・
２
％
で
合
意
さ
れ
た
。

　
我
々
保
険
医
は
「
民
主
党
政

策
集IN

D
EX
2009

  
 
  
    」
に
掲
げ

ら
れ
た
「
総
医
療
費
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
ま

で
今
後
引
き
上
げ
る
」
と
の
公

約
実
現
を
今
後
も
求
め
て
い

く
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
未
曽
有
の
大
災
害
後
の

初
め
て
の
改
定
で
あ
る
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、　
月
　
日
の
「
提

１１

２２

言
型
政
策
仕
分
け
」
の
結
果
を

盾
に
、
本
体
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
い
う
乱
暴
な
要
求
を
突
き
付

け
た
財
務
省
に
対
し
て
、
全
体

で
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
回
避
し
、

本
体
プ
ラ
ス
改
定
と
し
た
小
宮

山
厚
労
大
臣
の
努
力
を
評
価

し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
　
一
方
、
診
療
報
酬
の
改
定
に

関
す
る
合
意
文
書
で
は「
別
途
、

後
発
品
の
置
き
換
え
効
果
の
精

算
を
行
う
」
と
さ
れ
、
全
て
の

本
体
引
き
上
げ
を
評
価
す
る
も
、

「
一
体
改
革
の
第
一
歩
」と
の
位
置
付
け
に
懸
念

診
療
報
酬
改
定
率
に
対
す
る
談
話

 榎
榎
 京
都
府
保
険
医
協
会
理
事
長
　
関
 　
浩

限
の
改
善
、
③
異
な
る
技
術
の

在
宅
療
養
指
導
管
理
の
算
定
制

限
の
廃
止
、
④
京
都
府
保
険
医

協
会
と
京
都
府
の
リ
ハ
三
団
体

で
ま
と
め
た
提
言
に
沿
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
改

善
、
⑤
地
方
自
治
体
立
病
院
で

届
出
が
多
い
　
：
１
、　
：
１

１３

１５

看
護
の
入
院
基
本
料
の
引
き
上

げ
―
な
ど
を
是
正
、
改
善
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
。

 

２
０
１
２
年
１
月
　
日
１０
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京響メンバーによるサロンコンサート
古典派の巨匠の名曲を聴く

　日　時　２月２６日（日）午後２時３０分～４時
　場　所　「京都府庁　旧本館　正庁」
　　　　　（京都市上京区下立売新町西入　京都府庁内）
　　※新町通り側　東門よりご入場下さい。
　演　奏　バイオリン：田村 安祐美・前　智子、
　　　　　ビオラ：金本 洋子　チェロ：日野 俊介
　曲　目　ハイドン「皇帝」より 
　　　　　モーツァルト「ディベルティメント」他
　参加費　無料
　定　員　先着３０人
　　　　　（要申込）
　　※演奏終了後に、演奏

者とのトークがあり
ます。

　　※会場は古い建物で暖
房があまり効きませ
んので、暖かい服装
でご参加ください。

　　※ご家族・従業員の方の参加も歓迎します。
　主　催　京都府保険医協会　　協　賛　（有）アミス

下長者町通

警察本部別館

別館

議会棟
正門

東門

2号館

旧本館

下立売通

丸太町通

市バス「府庁前」

至 国際会館

至 京都

烏
丸
通

丸
太
町
駅

西
洞
院
通

京
都
御
所

市
バ
ス

「
烏
丸
丸
太
町
」

新
町
通

西
別
館

自
治
会
館

警
察
本
部

3
号
館

１
号
館

職員福利厚生センター

医療安全シンポジウム

　日　時　３月10日（土）
　　　　　①シンポジウム：午後４時～
　　　　　②懇親・懇談会：午後６時30分～８時
　場　所　新・都ホテル「陽明殿」の間
　　　　　（ＪＲ京都駅八条口前） 
　パネラー（発表順）
　　小笹 和也 氏（亀岡市立病院医事課長）
　　安井 邦子 氏（京都第二赤十字病院看護部長)
　　鵜飼 万貴子 氏（弁護士、米田泰邦法律事務所）
　　樋口 範雄 氏
　　　　　　  （東京大学大学院法学政治学研究科教授)
　ご家族や医療従事者の方の参加も歓迎します。なお、
当シンポジウムは、医療法上年２回義務付けられている
医療安全管理のための職員の研修となり、参加者には参
加証を交付します。
　参加費　１人2,000円（懇親会費含む）※当日徴収
　申　込　３月２日（金）までにお申し込み下さい。
　共　催　京都府保険医協会　（有）アミス
　協　賛　京都府歯科保険医協会

「対応に苦慮する患者さんたち―応召義務について」

小出裕章講演会

　講　師　京都大学原子炉実験所助教
　　　　　　　　　　　小出 裕章 氏
　原発事故はなぜ起こったのか。現在の
事故の実態はどうなっているのか。そし
て、今後、どんな問題が起こってくるの
か。私たちは原発を、どう考えるのか。
　現時点で判明している事故の経過や今後の問題から見
えてくる「原発」というものを、京都原子炉実験所助教
の小出裕章さんにお聞きしたいと思います。
　日　時　３月１０日（土）午後６時３０分～
　　　　　（開場は午後６時から）
　場　所　京都産業会館シルクホール（四条通室町東入）
　参加費　無料（要申込、定員７６０人）
　共　催　京都府保険医協会
　　　　　「バイバイ原発３・１０」京都実行委員会

　
円山野外音楽堂 13：30～アトラクション、14：00～集会、
14：45～ウォーク（円山公園から河原町御池まで）（予定）
　主　催　「バイバイ原発３・１０京都」実行委員会

「福島原発事故の真実～事故がつきつけた原発の危険～」

「バイバイ原発３・１０京都」同日に開催されます！

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
全
体
司

会
の
垣
田
副
理
事
長
か
ら
、
開
催
に
至
る
経
過
を
報

告
、
そ
の
上
で
関
理
事
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
３
部
構
成
で
行
い
、
全
体

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
岡
﨑
祐
司
氏
（
佛
教
大
学
教
授
）
が
担
っ
た
。

　
第
１
部
は
介
護
保
険「
改
正
」

と
国
の
考
え
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
て
、
今

回
の
介
護
保
険
制
度
「
改
正
」

（
２
０
１
２
年
４
月
実
施
）の
柱

で
あ
る
同
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点

を
、
現
場
の
視
点
か
ら
整
理

し
、
地
域
ケ
ア
体
制
構
築
に
求

め
ら
れ
る
も
の
と
は
何
か
を
検

討
し
た
。

認
知
症
ケ
ア
排
除
を
指
摘

　
荒
牧
敦
子
氏
（
公
益
社
団
法

人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
京

都
府
支
部
代
表
）
は
、
介
護
家

族
当
事
者
の
立
場
か
ら
、
今
回

の
介
護
保
険
制
度
「
改
正
」
が

「
認
知
症
ケ
ア
」を
打
ち
出
し
な

が
ら
、
実
態
は
ま
す
ま
す
認
知

症
の
患
者
が
使
い
に
く
く
、
排

除
す
る
制
度
へ
変
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
そ

の
上
で
、
介
護
家
族
支
援
の
制

度
化
を
求
め
る
３
つ
の
点
を
提

起
。
①
レ
ス
パ
イ
ト
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
充
実
）、
②
心
の
ケ

ア
、
③
介
護
を
し
な
が
ら
も
働

き
続
け
ら
れ
る
就
労
の
在
り
方

―
が
必
要
と
し
た
。

施
設
ケ
ア
の
あ
り
方
と
は

　
廣
末
利
弥
氏
（
社
会
福
祉
法

人
七
野
会
・
理
事
長
）
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
強
調

さ
れ
る
「
住
ま
い
」
問
題
と
、

施
設
ケ
ア
の
役
割
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
を
め
ぐ
る
問

題
点
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
住

ま
い
を
語
る
な
ら
と
し
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
今
後
に

つ
い
て
老
人
福
祉
法
に
立
ち

返
っ
た
利
用
の
在
り
方
の
必
要

性
、
住
み
慣
れ
た
地
域
へ
の
ケ

ア
ハ
ウ
ス
設
置
を
求
め
た
。
そ

し
て
、
誰
も
が
無
理
の
な
い
負

担
で
、
尊
厳
あ
る
人
生
を
送
る

こ
と
の
で
き
る
制
度
の
実
現
を

訴
え
た
。

自
治
体
の
役
割
再
生
を

　
北
尾
勝
美
氏（
元
・
京
都
市
福

祉
事
務
所
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、

社
会
福
祉
法
人
健
光
園
）
は
、

京
都
市
の
福
祉
事
務
所
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
高
齢
者
福
祉
に
取
り
組
ん

で
き
た
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、国
の
す
す
め
る「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
内
容
と
問

題
点
を
指
摘
。そ
し
て
、高
齢
者

の
い
る
世
帯
の
実
態
は
一
様
で

は
な
く
、
家
族
の
抱
え
る
問
題

等
、
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
が
存
在

す
る
こ
と
を
紹
介
し
、
こ
う
し

た
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
現
状
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
支
援
す
る
「
基
幹
型

支
援
セ
ン
タ
ー
」や「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

の
設
置
を
実
現
し
、
自
治
体
の

公
的
な
役
割
を
再
生
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

ち
も
含
め
た
若
年
者
の
ケ
ア
対

象
者
は
、
高
齢
者
の
制
度
に
お

け
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

資
源
が
全
体
に
乏
し
く
、
情
報

も
不
十
分
だ
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、「
親
が
子
を
看
る
介
護
」
の

難
し
さ
を
事
例
を
通
じ
て
紹
介

し
、
本
来
、
地
域
ケ
ア
を
語
る

な
ら
ば
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
て
施
策
を
検
討
す

べ
き
と
提
起
し
た
。

精
神
障
害
者
の
実
情

　
月
川
奈
々
氏
（
京
都
市
北
部

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ

　
第
２
部
は
「
地
域
で
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
人
た
ち
の
今
」
と

題
し
て
、
国
が
す
す
め
る
介
護

保
険
の
枠
内
で
は
対
応
で
き
な

い
、
本
来
地
域
ケ
ア
の
対
象
と

す
べ
き
人
た
ち
の
実
態
を
報
告
。

子
ど
も
た
ち
の
在
宅
ケ
ア

　
塚
本
忠
司
氏
（
医
師
・
西
京
）

は
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
在

宅
ケ
ア
の
担
い
手
が
少
な
い
実

態
を
紹
介
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ン
タ
ー
ら
し
く
施
設
長
）は
、京

都
市
に
お
け
る
精
神
に
障
害
の

あ
る
人
た
ち
を
め
ぐ
る
実
情
に

つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
紹
介

し
た
。
同
時
に
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
廃
止
を
実
現
し
、
現

在
当
事
者
も
参
加
し
て
「
障
害

者
総
合
福
祉
法
」
制
定
に
向
け

た
せ
め
ぎ
合
い
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
紹
介
。
そ
の
実
現
を
目

指
す
必
要
性
が
語
ら
れ
た
。

重
な
り
合
う
ケ
ア
へ

　
岡
本
晃
明
氏
（
京
都
新
聞
記

者
）
は
、
取
材
を
通
じ
て
出
会

い
、
実
際
に
そ
の
支
援
へ
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｓ
患

者
さ
ん
の
独
居
在
宅
生
活
支
援

を
通
じ
発
言
。
障
害
者
福
祉
制

度
を
使
い
、
在
宅
独
居
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
が
実
際
存
在

す
る
こ
と
を
紹
介
。
現
在
あ
る

障
害
者
福
祉
制
度
と
介
護
保
険

制
度
の
縦
割
り
状
況
を
克
服

し
、「
重
な
り
合
う
ケ
ア
」
の
実

現
が
必
要
と
し
た
。

ケ
ア
で
包
摂
す
る
体
制
を

　
第
３
部
で
は
、
岡
﨑
氏
が
、

６
氏
の
発
言
を
踏
ま
え
て
講

演
。「
地
域
包
括
ケ
ア
」か
ら
人

を
ケ
ア
で
包
摂
で
き
る
「
尊
厳

保
障
型
ケ
ア
」体
制
の
確
立
へ
、

と
題
し
た
講
演
で
は
、
６
人
の

発
言
に
見
ら
れ
る
「
リ
ア
リ

テ
ィ
」
が
、
実
際
に
国
が
設
計

す
る
制
度
や
、
社
会
保
障
改
革

の
構
想
に
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ

な
い
事
態
を
指
摘
。「
尊
厳
保

障
型
の
ケ
ア
」
実
現
の
必
要
性

を
述
べ
、
当
面
の
課
題
と
し

て
、
①
ニ
ー
ズ
把
握
と
相
談
援

助
実
践
の
強
化
、
②
生
活
介
護

の
重
要
性
に
基
づ
く
制
度
の
確

立
、
③
居
住
保
障
、
④
住
民
福

祉
を
住
民
自
治
の
視
点
か
ら
の

再
興
、
④
地
域
医
療
保
障
、
⑤

新
自
由
主
義
改
革
に
対
抗
す
る

自
治
体
政
策
―
を
提
起
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
は
、

渡
邉
理
事
が
閉
会
挨
拶
を
行

い
、
終
了
し
た
。

発
言
す
る
荒
牧
・
廣
末
・
北
尾
・
塚
本
・
月
川
・
岡
本
の
６
氏
（
上
か
ら
）、
写
真
右
上
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岡
﨑
氏

シンポジウム

現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
反
映
さ
れ
な
い
国
構
想

尊
厳
保
障
型
の
ケ
ア
実
現
を

　
２
０
１
０
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
「
入
院
中
の
他
医
療

機
関
受
診
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
取
扱
い
方
法
が
見
直
さ
れ
、

規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
問

題
点
を
機
会
が
あ
る
度
に
指
摘

し
て
き
た
が
、　
年
４
月
診
療

１２

報
酬
改
定
に
向
け
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
で
は
、
精
神

病
床
等
に
入
院
中
の
患
者
が
透

析
を
行
う
場
合
等
に
限
っ
て
、

取
扱
い
方
法
の
変
更
が
検
討
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
根
本
的
な
見
直
し
は
残
念

な
が
ら
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。

　
そ
こ
で
、
京
都
府
保
険
医
協

会
で
は
、
更
な
る
問
題
点
を
明

ら
か
に
す
べ
く
、
京
都
府
内
の

眼
科
医
を
対
象
に
、
入
院
中
の

他
医
療
機
関
受
診
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
（
結
果
は
次
号
）。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か

ら
、
▽
非
常
に
多
く
の
眼
科
医

が
、
入
院
中
の
患
者
の
外
来
受

診
を
経
験
し
て
い
る
。
▽
専
門

的
な
診
断
・
治
療
を
す
る
た
め

に
は
、
検
査
機
器
が
必
要
な
ど

の
理
由
か
ら
、
対
診
よ
り
も
、

他
医
療
機
関
受
診
が
適
切
で
あ

る
。
▽
入
院
中
の
他
医
療
機
関

受
診
の
事
務
取
扱
い
は
煩
雑
で

理
解
す
る
の
に
困
難
を
伴
う
。

▽
制
度
の
結
果
、
的
確
な
治
療

が
受
け
ら
れ
ず
に
最
も
不
利
益

を
被
っ
て
い
る
の
は
「
患
者
」

で
あ
る
―
と
い
う
結
果
を
導
き

出
し
た
。

　
協
会
は
、
▽
地
域
医
療
の
現

状
を
考
え
る
と
、
全
科
を
有
す

る
ご
く
一
部
の
病
院
で
な
け
れ

ば
全
て
の
医
療
を
完
結
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
▽
入
院
中
の

他
医
療
機
関
受
診
の
取
扱
い
に

よ
り
、
医
療
機
関
間
の
連
携
を

阻
害
し
、
患
者
が
適
切
な
診
療

を
受
け
る
機
会
を
奪
う
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
連
携
を
推
進
さ

せ
る
こ
と
で
、
早
期
治
療
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ
、
重

症
化
や
重
複
受
診
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
―
と
考
え
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
加
え

て
、
制
度
の
根
本
的
改
善
を
求

め
る
要
望
書
を
、
小
宮
山
洋
子

厚
労
大
臣
ら
厚
生
労
働
省
政
務

三
役
、
森
田
朗
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
会
長
ら
中
医
協
全

委
員
及
び
鈴
木
康
裕
厚
労
省
保

険
局
医
療
課
長
宛
、提
出
し
た
。

　
要
望
書
で
は
、
①
入
院
料
の

減
額
は
行
わ
な
い
こ
と
、
②
外

来
側
の
算
定
制
限
を
設
け
な
い

こ
と
、
③
診
療
情
報
提
供
料
の

算
定
を
双
方
に
認
め
て
更
な
る

連
携
を
促
し
、
治
療
の
重
複
を

防
止
す
る
こ
と
、
④
医
療
機
関

に
非
の
な
い
外
来
受
診
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
側
に
責
任
を

被
せ
な
い
こ
と
―
を
具
体
的
に

要
望
し
た
。

的確な診断のため入院中の
他医療機関受診は必要

眼科医対象アンケートを実眼科医対象アンケートを実施施

保険医協会の医師賠償責任保険は
補償がさらに充実します!! 

４月１日より

　会員の要望にお応えして、従来補償対象外
となっていた「刑事事件」に関する弁護士費用・
訴訟費用について１案件500万円を限度に補
償する特約が自動付帯されることになりました
（法人契約は勤務医師包括の加入が必要）。

※
詳
細
は
１
月
末
に
お
届
け
す
る
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
医
事
紛
争
と
医
師
賠
償
責
任
保
険
」を
ご
覧
下
さ
い
。
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保
険
医
協
会
・
医
事
担
当
者

連
絡
会
議
は
　
年
　
月
　
日
、

１１

１１

２６

第
３
回
目
と
な
る
「
医
療
事
務

担
当
者
向
け
講
習
会
」
を
京
都

市
内
の
会
場
で
開
催
。　
人
が

９７

出
席
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
。

特
別
講
演
会
で
は
、
㈱
じ
ほ
う

の
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｘ
編
集
長
・

山
口
尚
宏
氏
か
ら
「
２
０
１
２

年
度
診
療
報
酬
改
定
と
医
療
を

め
ぐ
る
現
状
」
と
題
し
、
最
新

の
話
題
を
紹
介
し
た
。

　
山
口
氏
は
、
ま
だ
ま
だ
具
体

的
な
話
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
改
定
率
を
め
ぐ

る
動
向
や
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
成
案
に
よ
る
医
療
・

介
護
機
能
再
編
の
流
れ
の
中
で

の
改
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
全

体
的
な
方
向
性
の
ほ
か
、
一
般

病
棟
　
日
超
入
院
患
者
の
見
直

９０

し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の

３
段
階
評
価
化
な
ど
具
体
的
な

項
目
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
受

診
時
定
額
負
担
と
保
険
免
責
制

と
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
っ
た
。

　
特
別
講
演
会
に
先
立
っ
て
開

催
し
た
「
日
常
医
事
業
務
研
究

会
」
で
は
、
病
院
で
医
療
事
務

を
担
当
す
る
３
人
が
、
医
療
事

務
担
当
者
の
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
な
ど
の
演
題
を
発
表

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
特
定
医
療
法
人

稲
門
会
い
わ
く
ら
病
院
医
事
課

の
西
川
昌
良
氏
は
「
精
神
科
に

お
け
る
他
医
療
機
関
受
診

の
現
状
と
課
題
」
を
発
表

し
た
。
西
川
氏
は
、　
年
１０

４
月
診
療
報
酬
改
定
で
、

入
院
中
の
他
医
療
機
関
受

診
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
を
取
り
上
げ
、
入
院

料
を
減
算
し
た
件
数
が
、

　
年
７
月
～
　
年
６
月
ま

１０

１１

で
の
１
年
間
で
、
７
０
９

件
に
も
上
り
、
一
部
合
議

で
の
対
応
を
し
て
い
る
も

の
の
、
す
べ
て
入
院
料
の

減
算
で
対
応
し
た
場
合
に

は
、
減
算
額
が
年
間
４
０
０
万

円
に
も
達
す
る
と
い
う
実
態
を

報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
①
透
析

患
者
が
毎
月
　
回
以
上
他
医
療

１０

機
関
を
受
診
し
、
毎
月
　
日
以

１０

上
入
院
料
を
減
算
し
た
ケ
ー

ス
、
②
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装

着
し
て
い
る
患
者
の
定
期
的
な

外
来
受
診
で
、
医
学
管
理
等
の

点
数
ま
で
実
費
請
求
さ
れ
、
入

院
料
の
減
算
に
加
え
て
実
費
支

払
い
を
し
た
ケ
ー
ス
、
③
糖
尿

病
を
合
併
す
る
患
者
で
、
専
門

医
に
よ
る
投
薬
管
理
が
必
要

で
、
自
院
で
対
応
で
き
ず
、
入

院
料
を
上
回
る
金
額
を
支
払
っ

た
ケ
ー
ス
、
④
他
医
療
機
関
受

診
の
制
度
を
理
解
し
な
い
医
療

機
関
に
入
院
患
者
の
外
来
受
診

に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
、
⑤
制
度
上
受
診
先
で

の
薬
剤
投
与
が
で
き
な
い
患
者

に
、
連
絡
は
し
て
い
た
も
の
の

誤
っ
て
薬
剤
が
投
与
さ
れ
た

ケ
ー
ス
、
⑥
入
院
中
の
患
者
の

家
族
が
知
ら
ず
に
薬
剤
を
も

ら
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
、

⑦
入
院
中
は
無
料
で
外
来
受
診

が
で
き
る
と
患
者
が
誤
解
し
て

し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
、
⑧
病
院
が

知
ら
な
い
間
に
患
者
が
禁
煙
外

来
に
受
診
し
、
合
議
で
数
万
円

支
払
っ
た
ケ
ー
ス
―
と
い
っ
た
、

具
体
的
に
困
っ
た
事
例
が
多
数

紹
介
さ
れ
た
。さ
ら
に
、外
来
受

診
先
で
の
投
薬
が
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
薬
剤
の
在
庫
量

が
増
加
、
常
に
患
者
に
使
用
す

る
薬
剤
で
は
な
い
た
め
、
当
該

患
者
の
退
院
後
に
は
不
良
在
庫

と
化
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
他

医
療
機
関
受
診
に
あ
た
っ
て
外

来
受
診
先
と
の
調
整
に
時
間
を

要
し
、
午
前
中
の
業
務
時
間
を

す
べ
て
費
や
す
こ
と
が
あ
る
な

ど
、
日
常
業
務
を
圧
迫
し
て
い

る
実
態
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。

精
神
科
の
み
な
ら
ず
、
全
科
を

有
す
る
病
院
を
除
い
て
は
、
１

医
療
機
関
で
医
療
を
完
結
さ
せ

る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
他

医
療
機
関
受
診
の
抑
制
は
即
刻

廃
止
す
べ
き
―
と
訴
え
た
。

　
協
会
は
、
公
費
負
担
医
療
制

度
の
説
明
会
を
　
月
　
日
（
舞

１２

１０

鶴
会
場
）、　
日
（
福
知
山
会

１１

場
）、　
・
　
日
（
と
も
に
協
会

１５
１６

会
議
室
）
と
４
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
。
合
計
で
　
人
の
参
加

９６

が
あ
っ
た
。
説
明
会
は
、『
公

費
負
担
医
療
等
の
手
引
　
年
　

１１

１１

月
版
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
京
都

府
独
自
の
福
祉
医
療
制
度
洩
瑛

盈
を
中
心
に
、
医
療
機
関
が
お

さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
。
加
え
て
日
常
の
診
療
、

窓
口
業
務
で
よ
く
使
わ
れ
る
諸

制
度
に
つ
い
て
も
、
ク
イ
ズ
を

交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
な
お
、
舞
鶴
及
び
福

知
山
会
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
舞

鶴
医
師
会
と
福
知
山
医
師
会
に

共
催
い
た
だ
い
た
。

◇

　『
公
費
負
担
医
療
等
の
手
引
』

は
、
保
団
連
が
編
集
発
行
し
た

全
国
版
に
、
京
都
府
独
自
の
取

り
扱
い
や
福
祉
医
療
の
解
説
を

加
え
て
発
行
し
た
も
の
。
医
療

制
度
の
基
礎
知
識
に
は
じ
ま

り
、
医
療
保
険
の
諸
給
付
、
介

護
保
険
、
医
師
法
・
医
療
法
、

生
活
保
護
か
ら
労
災
な
ど
に
至

る
ま
で
、
公
費
負
担
医
療
制
度

を
中
心
に
幅
広
く
掲
載
し
、
医

療
機
関
が
知
り
た
い
情
報
（
対

象
者
の
範
囲
・
所
得
制
限
や
一

部
負
担
金
の
内
容
、
申
請
方

法
、
指
定
医
療
機
関
制
度
の
有

無
、
請
求
方
法
）
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
会
員
に
は
１
冊
配
布
し
て
い

る
が
、
複
数
冊
ご
入
り
用
の
際

に
は
協
会
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。（
会
員
価
格
３
０
０
０
円
・

送
料
別
）

　
損
害
保
険
大
手
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険

が
香
川
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の

交
通
事
故
被
害
者
に
対
す
る
処
置

が
不
適
切
だ
っ
た
た
め
に
、
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
り
多
額
の
保
険

金
を
支
払
わ
さ
れ
た
と
し
て
、
香

川
大
学
相
手
に
１
億
７
千
万
円
の

訴
訟
を
起
こ
し
た
。
２
０
１
１
年

　
月
７
日
の
朝
日
新
聞
が
報
じ
て

１１い
る
。
医
療
ミ
ス
を
理
由
に
、
損

保
会
社
が
保
険
金
で
支
出
し
た
病

院
治
療
費
を
回
収
し
よ
う
と
す
る

訴
訟
は
極
め
て
珍
し
い
と
書
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
こ
の
動

き
は
京
都
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

◇
　
　
◇

　
　
年
５
月
、
協
会
け
ん
ぽ
京
都

１０
支
部
が
Ｒ
病
院
に
対
し
て
ス
ポ
ー

ツ
で
骨
折
し
た
患
者
の
治
療
で

ガ
ー
ゼ
遺
残
し
た
の
が
医
療
ミ
ス

で
あ
る
か
ら
保
険
か
ら
支
出
し
た

治
療
費
の
内
の
因
果
関
係
の
明
ら

か
な
期
間
中
の
も
の
約
１
２
０
万

円
を
支
払
え
と
の
裁
判
予
告
付
き

通
知
を
出
し
て
き
た
。
続
い
て
、

昨
年
６
月
に
も
、
同
協
会
け
ん
ぽ

京
都
支
部
が
府
下
の
Ｍ
病
院
に
対

し
て
子
宮
筋
腫
で
子
宮
全
摘
出
術

を
し
た
患
者
に
、
術
後
、
腹
痛
が

発
生
し
た
が
、
術
中
の
靭
帯
や
膣

管
を
結
索
す
る
際
、
尿
管
を
巻
き

込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
尿
管
閉
塞
と

判
明
、
開
腹
術
に
至
っ
た
。
１
０

０
パ
ー
セ
ン
ト
の
医
療
ミ
ス
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
健
康
保
険
か
ら

支
出
し
た
医
療
費
の
内
、
ミ
ス
と

の
因
果
関
係
が
明
ら
か
な
約
９
カ

月
間
の
入
・
通
院
期
間
中
の
も
の

約
１
６
５
万
円
を
支
払
え
と
、
同

じ
裁
判
予
告
付
き
の
通
知
を
出
し

て
き
て
い
る
。◇　
　
◇

　
医
療
機
関
が
、
保
険
者
に
診
療

報
酬
を
請
求
す
る
の
は
、
患
者
に

対
し
て
療
養
の
給
付
（
診
療
）
を

行
っ
た
こ
と
の
代
価
な
い
し
費
用

の
請
求
で
あ
る
。
公
法
上
の
関
係

で
あ
る
。
医
療
機
関
の
患
者
に
対

す
る
診
療
は
、
患
者
と
の
診
療
契

約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
診

療
に
医
療
ミ
ス
が
あ
れ
ば
、
患
者

へ
の
債
務
不
完
全
履
行
（
民
法
４

１
５
条
）
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
私

法
的
な
関
係
で
あ
る
。
医
療
ミ
ス

は
、
直
ち
に
、
保
険
者
に
対
す
る

「
療
養
の
給
付
」の
不
履
行
に
な
る

と
は
言
え
な
い
。
療
養
の
給
付
は

公
法
上
の
義
務
で
あ
り
、
患
者
に

対
す
る
私
的
な
債
務
不
履
行
と
は

次
元
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
縦
割

り
的
な
異
質
な
法
関
係
を
、
い
き

な
り
、
横
断
的
に
接
合
し
て
、
民

法
上
の
「
第
三
者
求
償
権
」
に
潜

り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
法
律
上
許
さ
れ
な
い
脱
法
的

発
想
で
あ
る
。
関
連
法
規
の
改
正

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
の

よ
う
に
回
答
し
た
。

◇
　
　
◇

　
そ
の
後
、
１
年
半
を
経
過
し
た

が
、
協
会
け
ん
ぽ
は
何
も
言
っ
て

こ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
大
手

保
険
会
社
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
香
川
大

学
に
対
す
る
訴
訟
提
起
を
見

る
と
予
断
を
許
さ
な
い
よ
う

に
思
う
。裁
判
で
は
、法
技
術

的
に
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ

と
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
。
保
険

者
は
、
レ
セ
プ
ト
か
ら
医
療
ミ
ス

の
介
在
を
察
知
し
、
最
後
は
患
者

の
協
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
な
け
れ
ば
、
訴
訟
に
踏
み
切
る

の
は
簡
単
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。

　
新
聞
で
は
南
山
大
学
・
加
藤
良

夫
教
授
が
「
患
者
が
医
療
ミ
ス
を

知
ら
ず
、
損
保
会
社
が
真
相
解
明

を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で

は
な
い
か
」と
し
て
い
る
。
何
故
、

損
保
会
社
が
真
相
解
明
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
保
険
行
政
の

レ
セ
プ
ト
点
検
、
診
療
報
酬
請
求

の
チ
ェ
ッ
ク
の
強
化
の
た
め
に
、こ

の
よ
う
な
有
無
を
言
わ
せ
な
い
手

法
を
借
り
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。か
か
る
動
き
が
広
が
っ

て
く
る
こ
と
に
、保
険
医
療
機
関

は
敏
感
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

「
医
療
ミ
ス
の
治
療
費
は
病
院
負
担
を
」

と
の
訴
訟
起
こ
る

弁護士　 莇　立明

医療事務担当者向け講習会
１２年度ダブル改定の最新情報を共有

毎
回
多
数
の
参
加
者
が
あ
る
講
習
会

入
院
中
の
他
医
療
機
関
受
診
の
問
題
点
も
指
摘

減
算
額
年
間
４
０
０
万
円
に
達
す
る

公
費
負
担
医
療
制
度
の
説
明
会
開
催

『
手
引
』の
ご
活
用
を

　協会は改定のポイントをわかりやすく解説する点数検
討会を２月、３月、４月にわたり３段階で開催します。
開催の詳細及び申込用紙はグリーンペーパーに掲載。
Step1   中医協答申説明会（第１次新点数検討会）
　日　時　２月２５日（土）  午後２時～
　会　場　京都烏丸コンベンションホール第１会議室
　　　　　（中京区烏丸通六角下ル）
　資　料　『全国保険医新聞』掲載の中医協答申 
　　※会員に１部無料で送付（２月中旬発行予定）
Step2  『点数表改定のポイント』説明会
　日　時　３月２４日（土）  午後２時～
　会　場　①京都市会場：京都産業会館・シルクホール
　　　　　②北部会場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『点数表改定のポイント・２０１２年４月版』
Step3  『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』説明会
　日　時　４月２６日（木）  午後２時～
　会　場　①京都市会場：登録会館
　　　　　②北部会場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』

　日　時　２月２０日（月）午後２時～  ※２０分ごとの予約制
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　担　当　外村会計事務所　外村 弘樹 公認会計士・税理士
　対象者　白色申告者（現在税理士が関与していない医療機関）
　費　用　措置法２６条による申告書作成：４万円
　※新規開業等の実額計算による申告者作成は、事務
量を勘案して決定。

　持参物　税務署より送付された確定申告用紙、収支内
訳書、収支内訳書付表、認印、社保・国保振
込通知書、前年の確定申告書等

　　※実額計算の場合、上記の他に収支がわかる資料が必要

　日　時　２月２３日（木）  午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　講　師　鴨井 勝也  税理士
　内　容　①平成２３年度分の確定申告の留意点、②新規

開業の留意点
　参加費　無料　　協　賛　有限会社アミス

　第５次医療法改正により、医療法人の公共性・公益性
が強く求められるようになりました。法改正後は一人医
療法人設立を控える傾向がありましたが、今後の医業経
営の在り方や介護事業の展開を考えた時、法人化するこ
とを抜きにして考えることはできません。 
　一人医療法人を設立するメリット・デメリットを検証
したいと思います。
　日　時　２月９日（木） 午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　講　師　ひろせ税理士法人　花山 和士 税理士
　参加費　無料　　協　賛　有限会社アミス

「これからの一人医療法人運営について」

一人医療法人講習会 白色確定申告書作成会

白色確定申告説明会

診療報酬改定　新点数検討会
３ステップでより理解が深まる！

京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町６３７
第４１長栄カーニープレイス四条烏丸６階 
TEL ０７５ 崖 ２１２ 崖 ８８７７　FAX  ０７５ 崖 ２１２ 崖 ０７０７
地下鉄四条駅・阪急烏丸駅２２出口より徒歩３分、
地下鉄烏丸御池駅６出口より徒歩３分、駐車場なし

烏丸御池

烏丸四条

姉小路通
三 条 通
六 角 通
蛸薬師通
錦小路通

お申込み等は以下まで

京都府保険医協会   〒６０４ 崖 ８１６２
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属
・
民
主
、
自
民
、
公
明
推
薦
）

に
対
し
、
前
回
選
挙
で
門
川
氏

に
９
５
１
票
差
に
肉
薄
し
た
弁

護
士
の
中
村
和
雄
氏（
無
所
属
・

共
産
推
薦
）
が
再
び
挑
む
構
図

で
闘
わ
れ
る
。

　
地
方
自
治
体
は
、
地
方
自
治

法
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
増
進

（
第
１
条
２
）を
主
な
責
務
と
し

て
、
市
民
の
暮
ら
し
、
健
康
と

生
命
を
守
る
役
割
を
担
う
。
そ

の
行
政
の
長
を
選
ぶ
重
要
な
機

会
で
あ
り
、
京
都
市
在
住
の
会

員
各
位
に
お
い
て
は
、
選
挙
民

と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
、
京

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
長
を
選
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
、
暮
ら
し
・
生
命
・
健

康
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
京
都

経
済
は
順
風
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
地
域
経
済
の
支
え
手
た
る

地
元
の
中
小
零
細
業
者
の
営
業

は
疲
弊
し
、
働
く
人
々
の
所
得

は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
京

都
市
と
し
て
地
元
の
経
済
を
活

性
化
し
、
市
民
生
活
が
少
し
で

も
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
施

策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
京
都
市
財
政
は

２
０
０
８
年
以
来
の
急
激
な
景

気
後
退
や
構
造
改
革
路
線
下
で

の
交
付
税
収
入
落
ち
込
み
等
に

よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
が
厳

し
い
時
ほ
ど
、
医
療
・
福
祉
施

策
の
拡
充
は
切
実
な
課
題
と
な

る
。
　
両
候
補
者
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
、
医
療
・
福
祉
を
推

進
さ
せ
る
べ
く
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
進
め
る
の
か
、
注
目
が

必
要
だ
。
同
時
に
、
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
に
よ
る
、
医

療
分
野
を
は
じ
め
と
し
た
構
造

改
革
が
進
め
ら
れ
、
自
治
体
に

医
療
・
福
祉
制
度
の
運
営
や
管

理
を
さ
せ
る
動
き
が
強
ま
る
の

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
立
場
・

態
度
で
臨
む
の
か
も
重
要
な
点

と
考
え
る
。

　
１
月
　
日
告
示
、
２
月
５
日

２２

投
開
票
の
京
都
市
長
選
挙
が
、

現
職
の
門
川
大
作
氏
（
無
所

京都市長選（ 榎榎榎榎 ）にあたり２月５日
投　票

私たちは何を望むか

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　
外
科
診
療
内
容
向
上
会
を
　
月
　
日
、
京
都
外
科
医
会
、

１１

１２

京
都
府
保
険
医
協
会
、
大
日
本
住
友
製
薬
株
式
会
社
の
共
催

で
開
催
。
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
皮
膚
科

学
教
授
の
加
藤
則
人
氏
が
「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
で
遭
遇
す

る
皮
膚
疾
患
の
診
断
と
治
療
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
講
演
は
加
藤
則
人
氏
が
た
い

へ
ん
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ

た
。
患
者
数
の
多
い
疾
患
は
湿

疹
・
皮
膚
炎
群
（
　
％
、
診
療

４０

所
の
み
で
は
　
％
）、
足
白
癬

５０

な
ど
の
浅
在
性
真
菌
感
染
症
　１３

％
、
帯
状
疱
疹
や
単
純
疱
疹
、

疣
贅
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患

９
％
、
じ
ん
ま
し
ん
５
％
。
こ

れ
以
外
に
は
薬
疹
が
あ
り
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
診
断
と

治
療
に
つ
い
て
ご
講
演
さ
れ

た
。
　
湿
疹
と
は
点
状
状
態
、
多
様

性
、
瘙
痒
の
三
徴
候
を
み
た
す

皮
疹
で
あ
り
、
紅
斑
、
丘
疹
、

小
水
疱
、
鱗
屑
な
ど
の
皮
疹
が

混
在
し
て
局
面
を
形
成
し
て
お

り
、
そ
の
発
症
機
序
よ
り
接
触

皮
膚
炎
、
手
湿
疹
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
、
脂
漏
性
皮
膚
炎
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
接
触
皮
膚
炎
は
遅
延
型
過
敏

反
応
に
よ
っ
て
生
じ
、
抗
原
に

い
て
こ
れ
に
よ

る
皮
膚
炎
）、

化
粧
品
、香
料
、

防
腐
剤
、
ス
テ

ロ
イ
ド
そ
の
も

の
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
、
イ
ソ

よ
る
感
作
は
７
～
　
日
か
か

１０

り
、
一
度
感
作
さ
れ
た
後
に
再

び
抗
原
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
に

　
～
　
時
間
で
皮
膚
炎
が
惹
起

２４

４８

さ
れ
る
。
ピ
ア
ス
に
よ
る
ニ
ッ

ケ
ル
皮
膚
炎
（
　
Ｋ
の
場
合
は

１８

ニ
ッ
ケ
ル
、　
Ｋ
の
場
合
は
銅

２４

を
含
有
）、
ウ
ル
シ
科
の
植
物
、

イ
チ
ョ
ウ
の
実
、
マ
ン
ゴ
ー
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
等
の
植
物
性
の
も

の
、
ゴ
ム
製
品
（
ラ
テ
ッ
ク

ス
）、
抗
生
物
質
（
リ
ン
デ
ロ
ン

Ｖ
Ｇ
や
ゲ
ン
タ
マ
イ
シ
ン
に
は

フ
ラ
ジ
オ
マ
イ
シ
ン
が
入
っ
て

ジ
ン
液
の
ヨ
ー
ド
の
皮
膚
炎
、

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
テ
ー
プ
に
よ

る
光
線
過
敏
皮
膚
炎
、
麻
酔
の

リ
ド
カ
イ
ン
（
マ
キ
ロ
ン
や
ボ

ラ
ギ
ノ
ー
ル
坐
薬
）
に
よ
る
皮

膚
炎
、
皮
革
を
な
め
す
と
き
に

ク
ロ
ム
使
用
に
よ
る
金
属
ア
レ

ル
ギ
ー
も
あ
り
。

　
脂
漏
性
皮
膚
炎
は
頭
皮
、

額
、
眉
毛
部
、
鼻
唇
溝
な
ど
に

常
在
す
る
真
菌（M

alasezzia

 
          

furfu

     r  ）
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
で
淡
い
紅
斑
と
鱗
屑

を
主
症
状
と
す
る
湿
疹
で
中
年

以
降
に
多
く
、
紅
斑
が
あ
れ

ば
、
２
、
３
日
ス
テ
ロ
イ
ド（
強

め
の
フ
ル
コ
ー
ト
ま
た
は
ロ
コ

イ
ド
）を
使
用
す
る
。
そ
の
後
、

抗
真
菌
剤
ニ
ゾ
ラ
ー
ル
ク
リ
ー

ム
ま
た
は
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用

す
る
マ
ラ
セ
チ
ア
に
対
し
て
は

ラ
ミ
シ
ー
ル
は
効
果
が
悪
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
遺
伝

的
素
因
と
悪
化
因
子
が
加
わ
っ

て
増
悪
と
寛
解
を
繰
り
返
し
て

慢
性
に
持
続
す
る
疾
患
で
掻

破
、
体
調
不
良
、
睡
眠
不
足
、

発
汗
、
ス
ト
レ
ス
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
（
ダ
ニ
、
花
粉
、
食
物
）
が

悪
化
因
子
と
な
る
、
ス
テ
ロ
イ

ド
外
用
剤
や
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
外

用
剤
に
よ
る
抗
炎
症
療
法
と
と

も
に
悪
化
因
子
の
除
去
及
び
保

湿
剤
に
よ
る
ス
キ
ン
ケ
ア
（
入

浴
直
後
の
体
が
湿
っ
て
い
る
間

に
ぬ
る
こ
と
）、
肌
を
ご
し
ご

し
こ
す
る
の
は
皮
膚
の
バ
リ

ア
ー
を
破
壊
す
る
の
で
よ
く
な

い
。
泡
で
汚
れ
を
落
と
す
だ
け

で
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
じ
ん
ま
し
ん
は
膨
疹
を
呈
し

数
時
間
か
ら
長
く
て
も
　
時
間

２４

以
内
に
消
退
す
る
。
急
性
じ
ん

ま
し
ん
と
４
週
間
以
上
膨
疹
発

作
の
持
続
す
る
慢
性
じ
ん
ま
し

ん
が
あ
る
。
原
因
の
同
定
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
い
が
、
原
因
と

し
て
上
気
道
炎
、
扁
桃
腺
炎
、

歯
根
炎
、
副
鼻
腔
炎
な
ど
の
感

染
症
、
抗
生
物
質
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
、
造
影
剤
な
ど
の
薬
剤
、
た

ま
ご
、
そ
ば
、
エ
ビ
、
カ
ニ
な

ど
の
食
物
な
ど
が
あ
る
。

　
浅
在
性
真
菌
感
染
症
に
つ
い

て
は
、爪
白
癬
、外
陰
部
に
頻
発

す
る
カ
ン
ジ
タ
疱
等
が
あ
り
、

体
幹
や
四
肢
に
生
じ
た
も
の
は

弧
状
・
環
状
を
呈
す
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
他
に
介
護
老
人
施

設
で
よ
く
み
ら
れ
た
疥
癬
は
ス

ト
ロ
メ
ク
ト
ー
ル
（
イ
ベ
ル
メ

ク
チ
ン
）
の
特
効
薬
が
出
現
し

て
現
在
は
２
回
の
服
用
で
よ
く

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
薬
疹
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
性

過
敏
症
症
候
群
（
Ｄ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）、

Ｓ
Ｊ
Ｓ
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
等
重
症
化
す

る
も
の
も
あ
り
、
抗
生
物
質
、

抗
け
い
れ
ん
剤
、Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
、

抗
尿
酸
治
療
剤
は
頻
度
が
高

い
。
全
身
の
紅
斑
、
粘
膜
症
状
、

発
熱
等
が
あ
る
場
合
は
、
専
門

医
へ
紹
介
さ
れ
た
方
が
よ
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
外
用
薬
に
関
し
て
は
、
顔
、

陰
部
、
腋
窩
等
へ
は
経
皮
吸
収

が
良
い
の
で
弱
め
の
ス
テ
ロ
イ

ド
を
、
手
掌
、
足
底
は
経
皮
吸

収
が
悪
い
の
で
強
め
の
ス
テ
ロ

イ
ド
を
、
老
人
や
乳
幼
児
は
共

に
薬
剤
の
吸
収
が
良
い
の
で
弱

め
の
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
用
す
る

こ
と
。

　
皮
膚
の
悪
性
腫
瘍
に
関
し
て

は
、有
棘
細
胞
が
ん
、基
底
細
胞

が
ん
、ボ
ー
エ
ン
病
、パ
ジ
ェ
ッ

ト
病
、メ
ラ
ノ
ー
マ
等
が
あ
り
、

特
に
悪
性
黒
色
腫
に
は
ダ
ー
モ

ス
コ
ピ
ー
が
診
断
に
有
効
で
四

つ
の
特
徴
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
即
ち
、
①

A
synm

etri

 
    
    c  ②B

order
ir

 
        �  

regula

      r  ③Colorvariegatio

                n  

④D
iam
eter

enlargem
en

 
   
             
  t  、

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 （
中
京
西
部
・
野
見
山
 世
司
）

外
科
診
療
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

講演する加藤則人氏

ププププププププププ
ララララララララララ
イイイイイイイイイイ
ママママママママママ
リリリリリリリリリリ
・・・・・・・・・・
ケケケケケケケケケケ
アアアアアアアアアア
でででででででででで
遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭
遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮
膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚
疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾
患患患患患患患患患患
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
で
遭
遇
す
る
皮
膚
疾
患
に
つ
い
ててててててててててて

両候補者の選挙公約から（マニフェストより抜粋・要約）

中村 和雄 氏門川 大作 氏課題

・公契約条例で「循環」「底上げ」を
すすめ、京都経済をパワーアップ

・「中小企業振興基本条例」制定
・行政区ごとに「地域経済振興会議」
をつくる

・京都を壊すＴＰＰ参加ストップ
 …等

・「公契約基本条例」で適正な労働条
件確保・地元雇用創出

・中小零細企業、地場産業の支援強化
・正規雇用につながる雇用支援策推進
・知恵産業創造ファンド（仮称）創設
・総合特区活用による京都・関西の活
性化 …等

京
都
経
済
活
性
化

・地域包括ケアの柱となる基幹型総合
支援センターを設置。地域包括支援
センターへの補助金を増額。同セン
ターを支える福祉事務所の体制強化

・成年後見制度をいかす支援センター
設置

・国民健康保険料引き下げ。一般会計
繰入増額。一部負担減免制度の拡
充・改善。資格証・短期証発行の中
止

・京都市立病院、京北病院で無料低額
診療事業開始

・子ども医療助成制度は小学校卒業ま
で通院・入院とも医療費無料化

・保育所増設で待機児解消
・児童相談所、福祉センター増設
 …等

・京都市版地域包括ケアシステム構築
・成年後見支援センター創設
・国民健康保険料、介護保険料の負担
軽減

・京都市立病院「心臓・脳・血管病セ
ンター」設置

・救急隊到着時間を短縮する救急出張
所の開設

・子ども医療費助成制度充実（通院医
療費助成対象を入院医療費と同じ
「小学校卒業まで」に）
・保育所待機児童ゼロ実現（定員拡大、
昼間里親拡充）。病児保育の実施箇
所拡大等

・南部地域に第２児童福祉センター開
所（2012年に）

　 …等

医
療
・
福
祉
の
充
実

・税金のムダづかいをなくす市民本位
の「行政改革プラン」をつくる

・焼却灰溶融炉停止、京都市内高速道
路計画中止

・国が責任を持つべき事業や地方交付
税の増額を国に要求。「公契約条例」
制定等の諸政策を通じ、くらしを支
え、地域経済を活性化し、所得税・
法人税の増収を図るなど税負担能力
を引き上げる

・環境・観光税（仮称）の導入など独
自財源を検討

・不必要な外郭団体を廃止・統合、幹
部職員の天下りを見直し

 …等

・高速道路３路線などの道路整備の抜
本見直し、公共施設の長寿命化など
により、公共投資の規模を2008年
に比べて20％削減
・2015年度末の京都市の実質市債残
高をピーク時（2002年度２兆957億
円）に比べて2500億円以上削減

・事務事業第三者評価の公開実施等に
より、市民の声をより反映させ、行
財政改革・行政の効率化を徹底し、
2015年度末までの４年間で250億
円の財源を確保

・公益性が低下又は民間事業者と競合
する外郭団体は、廃止や統合により
全廃

・職員定数削減や給与制度等の点検、
見直しにより、一般会計人件費予算
を100億円以上削減　 …等

市
財
政
再
建

・政令市長会が打ち出した「特別自治
市」構想に反対

・区民協議会の設置
・｢ワンストップ区役所｣。権限と予算
を区役所にまわす

 …等

・府市協調による二重行政の打破。将
来を見据えた大都市制度改革は、市
民的な議論、研究を踏まえ、国に対
して積極的に提案

・区民提案・共汗型まちづくり支援制
度の提案

・区民まちづくり会議の創設 …等

市
役
所
・
区
役
所
の

あ
り
方
　
　
　
　
　

・脱原発・再生エネルギーへの転換

 …等

・原発に依存しない持続可能なエネル
ギー社会の実現に向けた取組の推進

 …等

エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
　
　
　

■ 右京
日　時　１月３０日（月） 懇談：午後２時～３時１５分
 　「指導」情報交換会：午後３時１５分～３時４５分
場　所　右京医師会館

■ 綾部・福知山
日　時　２月４日（土） 懇談：午後３時３０分～５時３０分
 　「指導」情報交換会：午後５時３０分～６時
  懇親：午後６時～
場　所　福知山市中央保健福祉センター

■ 西京
日　時　２月８日（水） 懇談：午後２時～３時３０分
 　「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
場　所　京都エミナース

■ 山科
日　時　２月９日（木） 懇談：午後２時～
場　所　山科医師会診療センター

■ 東山
日　時　２月１７日（金） 懇談：午後２時～
場　所　東山医師会事務所（旧貞教小学校１階北西角）

■ 相楽
日　時　２月２５日（土） 懇談：午後５時～６時３０分
  懇親：午後６時３０分～
場　所　ホテルフジタ奈良

■ 与謝・北丹
日　時　３月３日（土） 懇談：午後３時～４時
 　「指導」情報交換会：午後４時～４時３０分
  懇親：午後４時３０分～
場　所　ホテル北野屋

■ 綴喜
日　時　３月１０日（土） 懇談：午後２時３０分～３時３０分
 　「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
場　所　新田辺駅前CIKビル３F

地区医師会と の懇談会 当面の予定
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学
岳

較
較
較
較
較

曖
昧
に
捉
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

 榎
榎
榎
榎
榎
 「
示
談
」
と
い
う
行
為

　
裁
判
所
を
介
さ
ず
に
、
医
療

機
関
側
が
賠
償
責
任
を
認
め
た

医
事
紛
争
を
話
し
合
い
で
解

決
・
終
結
す
る
に
は
、
基
本
的

に
示
談
書
を
残
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
ば
し

ば
思
い
違
い
さ
れ
る
の
は
、
示

談
書
と
い
う
も
の
が
公
文
書
か

そ
れ
に
近
い
位
置
づ
け
で
、
然

る
べ
き
第
三
者
が
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
特
別
な
文
書
と

い
う
誤
解
で
す
。
示
談
書
は
あ

く
ま
で
医
療
機
関
側
と
患
者
さ

ん
側
と
の
二
者
間
で
の
確
認
事

項
が
記
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、

の
で
す
。
た
だ
し
、
京
都
府
保

険
医
協
会
に
報
告
さ
れ
た
案
件

の
示
談
書
に
つ
い
て
は
、
念
の

た
め
協
会
顧
問
弁
護
士
に
助
言

を
い
た
だ
き
ま
す
。
示
談
の
要

領
を
得
な
い
方
は
、
不
備
を
な

く
す
た
め
に
も
自
分
で
作
成
し

ワ
ー
プ
ロ
で
自
前
に
作
成
し
て

も
法
的
に
は
全
く
問
題
は
な
い

と
し
て
終
結
す
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
故
、
一
般
に
示
談
日
の
翌

日
以
降
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ

ん
側
と
約
束
事
を
し
な
い
の
が

基
本
で
す
。
示
談
書
に
両
者
が

印
鑑
を
押
し
て
署
名
を
し
た
時

点
で
、
債
務
・
債
権
は
消
滅
し

な
い
方
が
賢
明
で
し
ょ
う
。

　
示
談
書
は
医
療
機
関
側
と
患

者
さ
ん
側
の
契
約
書
で
あ
る
と

も
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
医
療
事

故
に
つ
い
て
賠
償
な
ど
の
対
応

を
し
て「
示
談
日
限
り
の
も
の
」

が
悪
く
な
っ
た
。
あ
の
と
き
の

事
故
が
原
因
に
違
い
な
い
」
と

再
度
の
ク
レ
ー
ム
が
付
く
こ
と

が
稀
に
あ
り
ま
す
。
本
当
に
当

時
の
事
故
に
起
因
す
る
、
不
測

の
後
遺
障
害
な
ら
ば
再
対
応
す

べ
き
で
し
ょ
う
が
、
ほ
と
ん
ど

ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
賠
償

問
題
に
関
し
て
両
者
は
一
切
関

係
が
な
く
な
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
示
談
後
に
患
者

さ
ん
か
ら
「
取
り
敢
え
ず
示
談

は
し
た
が
、
ま
た
身
体
の
具
合

の
患
者
さ
ん
は
思
い
込
み
や
示

談
の
意
味
を
よ
く
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う

言
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
示
談
は
終
わ
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
医
療
機
関
側
と

し
て
は
ま
ず
、
現
在
の
患
者
さ

ん
の
症
状
と
事
故
の
因
果
関
係

を
確
認
し
て
、
明
ら
か
に
医
学

的
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
再
対
応
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毅
然
と
し
た
態

度
で
拒
否
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

医
療
機
関
側
に
と
っ
て
「
取
り

敢
え
ず
」
示
談
、
と
い
う
こ
と

は
な
い
の
で
す
。

　
次
回
も
引
き
続
き
、
示
談
に

際
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
在
宅
療
養
指
導
料
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
を
初
め
て
行
う
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、
当
院
の
看

護
師
が
在
宅
に
お
け
る
自
己
注

射
に
必
要
な
指
導
を
　
分
ほ
ど

３５

行
い
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
Ｂ

０
０
１
の
　
在
宅
療
養
指
導
料

１３

１
７
０
点
が
算
定
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
在
宅

療
養
指
導
管
理
料
を
算
定
し
て

い
る
患
者
に
対
し
て
、
医
師
の

指
示
に
基
づ
き
看
護
師
又
は
保

健
師
が
在
宅
療
養
に
必
要
な
指

導
を
個
別
に
　
分
を
超
え
て

３０

行
っ
た
場
合
、
Ｂ
０
０
１
の
　１３

在
宅
療
養
指
導
料
１
７
０
点
を

月
１
回
算
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
初
回
の
指
導
を

行
っ
た
月
に
は
、
月
２
回
ま
で

算
定
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
配

慮
さ
れ
て
い
る
専
用
の
場
所
で

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、

医
療
機
関
受
診
の
際
に
の
み
算

定
で
き
ま
す
の
で
、
ご
留
意
下

さ
い
。

　
２
０
１
２
年
１
月
１
日
で
休

業
補
償
制
度
が
自
動
更
新
し
ま

し
た
。
保
険
期
間
は
　
年
１
月

１２

１
日
か
ら
　
年
１
月
１
日
で

１３

す
。
年
齢
に
よ
り
保
険
料
変
更

と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、　
年
１１

　
月
控
除
（
１
月
保
険
料
）
よ

１２り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。
な
お
　
年
更

１２

新
分
の
加
入
者
証
に
つ
い
て
は

２
月
中
旬
よ
り
、
三
井
住
友
海

上
よ
り
加
入
者
に
送
付
し
ま

す
。
加
入
者
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
内
容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

「
無
事
故
戻
し
返
戻
金
」

に
つ
い
て

　
　
年
１
月
　
日
付
け
で
、　

１２

２０

１１

年
１
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま

１２

３１

で
の
間
、
休
業
補
償
制
度
の
保

険
金
請
求
を
し
な
か
っ
た
加
入

者
に
「
無
事
故
戻
し
返
戻
金
」

を
送
金
し
ま
す
。
併
せ
て
、
送

金
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。
な
お
、「
無
事

故
戻
し
返
戻
金
」
の
一
部
を
団

体
傷
害
疾
病
保
険
の
保
険
料
と

し
て
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
は
、
保
険
料
を
差
し
引
い
た

金
額
を
送
金
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

金
融
共
済
委
員
会
 

（
　
／
　
）の
状
況

１２

２１

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
６
件
、
加
入
８
件
を
審

査
し
全
件
可
決
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
３
件
を
決
定
。

害崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

経
済
と
憲
法
②

　「〈
帝
国
〉」（
エ
ン
パ
イ
ア
―
帝

国
主
義
な
ど
従
来
の
意
味
内
容
と

異
な
る
た
め
邦
訳
で
は
〈
帝
国
〉

と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
で
著

名
な
イ
タ
リ
ア
の
政
治
学
者
ア
ン

ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
が
以
下
の
よ
う

な
発
言
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
Ｅ
Ｕ
は
そ
の
金
融
危
機
か
ら

脱
却
で
き
る
か
と
の
問
い
か
け

に
、
脱
却
で
き
た
と
し
て
も
「
戦

働
者
の
権
利
が
大
き
く
後
退
し
、

雇
用
格
差
、
非
正
規
労
働
の
拡
大

な
ど
不
安
定
な
労
働
形
態
が
進

行
、
そ
し
て
貧
困
が
拡
大
し
て
社

会
は
　
年
逆
行
し
て
し
ま
う
か
も

５０

知
れ
な
い
」
と
。

　
日
本
で
も
前
回
述
べ
た
「
市
場

原
理
主
義
が
も
た
ら
す
競
争
（
そ

し
て
そ
の
結
果
と
し
て
の
格
差
）、

後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
築
い
て

き
た
、
人
権
を
尊
重
し
、

福
祉
が
進
ん
だ
社
会
は
そ

の
す
べ
て
が
縮
小
し
、
民

主
的
な
権
利
、
中
で
も
労

規
制
緩
和
（
例
え
ば
労
働
に
関
す

る
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
非
正
規
労

働
者
の
社
会
的
問
題
）、「
小
さ
な

政
府
」（
そ
し
て
そ
れ
が
も
た
ら

す
、
国
が
担
う
べ
き
公
共
性
の
限

り
な
い
矮
小
化
）」
な
ど
、
経
済
の

あ
り
よ
う
に
起
因
す
る
大
き
な
転

換
―
「
福
祉
国
家
」、
憲
法
に
お
い

て
具
体
的
に
は
、　
条
、　
条
な

２５

２８

ど
の
大
き
な
実
質
的
転
換
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
　
立
憲
主
義
憲
法
に
お
い
て
な
に

よ
り
も
優
先
さ
れ
る
個
の
尊
重
と

そ
れ
に
も
と
づ
く
人
権
＝
国
家
か

ら
の（
個
人
の
）自
由
―
例
え
ば
思

想
・
言
論
の
自
由
な
ど
と
、
そ
の

国
家（
の
力
に
よ
る
）福
祉
と
の
関

係
は
突
き
詰
め
れ
ば
緊
張
関
係
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
思
想
・
言
論
な

ど
の
自
由
と
、
経
済
活
動
の
自
由

と
い
う
い
わ
ば
二
つ
の
自
由
に
お

い
て
、
歴
史
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

前
者
に
最
重
点
が
置
か
れ
、
ア
メ

リ
カ
で
は
後
者
へ
の
制
限
を
強
く

忌
避
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
だ
と
し
て
も
１
９
９
０
年

代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
状

況
下
で
は
、「
福
祉
国
家
」「
公
共

の
福
祉
」「
生
存
権
」な
ど
へ
の
対

抗
概
念
と
し
て「
競
争
」（
例
え
ば

国
際
競
争
）
そ
し
て
「
自
立
→
自

己
責
任
」
な
ど
が
よ
り
優
位
に
立

つ
概
念
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
平
和
主
義
、
国
民

主
権
と
と
も
に
、
憲
法
の
根
幹
を

な
す
生
存
権
な
ど
を
含
む
基
本
的

人
権
の
尊
重
が
、
い
わ
ば
経
済
的

自
由
の
「
競
争
」
な
ど
で
そ
う
簡

単
に
揺
ら
ぐ
の
で
は
困
り
ま
す
。

　
憲
法
は
本
来
「
自
立
」
を
前
提

と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
自
立
」
を

妨
げ
る
国
家
の
個
人
の
自
由
へ
の

干
渉
の
制
限
、「
自
立
」
を
妨
げ
る

例
え
ば
貧
困
へ
の
施
策
な
ど
社
会

的
条
件
へ
の
国
家
の
義
務
を
さ
す

も
の
で
、
そ
れ
ら
の
概
念
と
は
無

感
じ
ら
れ
る
憲
法
と
、
路
頭
に
迷

い
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
憲
法
と
で

は
、
自
分
自
身
と
の
距
離
が
違

う
」
と
い
う
発
言
は
、
い
わ
ゆ
る

「
自
立
」
→
「
自
己
責
任
」、
そ
し

て
「
競
争
」
か
ら
憲
法
を
守
る
必

要
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私

に
は
思
え
ま
す
。

 （
政
策
部
会
理
事
・
飯
田
 哲
夫
）

縁
な
「
自
己
責
任
」
な
ど
と

は
遠
い
も
の
で
し
ょ
う
。

　
貧
困
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
湯
浅
誠
氏
の
「
衣

食
足
り
て
、
自
宅
の
自
室
で

　
こ
こ
数
年
来
、
数
学
書
ブ
ー

ム
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背

景
と
し
て
は
、
社
会
の
様
々
な

要
因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
分

数
計
算
の
で
き
な
い
大
学
生
、

若
者
の
理
数
離
れ
、
ま
た
イ
ン

ド
式
２
桁
九
九
、金
融
工
学
、現

代
数
学
…
等
々
。
一
方
、
私
の

関
心
事
は
現
代
数
学
が
さ
っ
ぱ

り
分
か
ら
な
い
、
一
体
、
数
学

者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
？

と
い
う
多
く
の
素
人
に
共
通
す

る
思
い
で
あ
っ
た
。
集
合
論
や

群
論
、
数
学
的
帰
納
法
は
何
か

胡
散
臭
い
…
こ
ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ

を
払
拭
し
て
く
れ
た
の
が
本
書

で
あ
っ
た
。

　
全
く
異
な
る
発
想
か
ら
生
ま

れ
た「
パ
ス
カ
ル
の
三
角
」と「
二

項
定
理
」の
計
算
が
、実
は
同
じ

パ
タ
ー
ン
の
作
業
で
あ
る
と
発

見
す
る
の
は
ど
ん
な
に
優
秀
な

な
い
何
か
が
残
る
時
、
近
代
か

ら
現
代
の
数
学
者
は
そ
の
問
題

を
ど
う
解
決
し
た
の
か
？

　
と
言
っ
て
、
本
書
に
難
し
い

話
は
何
も
な
い
。「
パ
ス
カ
ル

の
三
角
」
を
軸
に
何
気
な
い

我
々
（
著
者
）
の
日
常
の
発
想

を
ス
ル
ス
ル
と
読
ん
で
章
を
重

ね
て
行
く
と
、
目
の
前
に
広
大

で
穴
の
な
い
「
パ
ス
カ
ル
の
半

平
面
」
が
鮮
や
か
に
広
が
っ
て

奥
深
き
数
学
ワ
ー
ル
ド
へ
の
誘
い

く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
運
び
は

巧
み
に
計
算
さ
れ
て
お
り
、
乗

せ
ら
れ
た
！
　
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
思
考
展
開
こ

そ
現
代
数
学
の
醍
醐
味
で
、
私

に
そ
の
一
端
を
垣
間
見
さ
せ
て

く
れ
た
と
納
得
し
た
。

　
最
終
章
で
は
、
９
が
ど
こ
ま

で
も
続
く
無
限
大
数
が
実
は
マ

イ
ナ
ス
１
（
の
近
似
）
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
全
く
考
え

た
こ
と
も
な
い
発
想
で
あ
る

が
、
果
た
し
て
本
当
な
の
で
あ

ろ
う
か
？
　
読
ん
だ
直
後
、
私

の
脳
髄
に
は
光
速
よ
り
速
く
飛

ん
で
行
く
足
し
算
の
桁
の
繰
り

上
が
り
が
光
円
錐
の
外
側
（
宇

宙
外
）
に
拡
散
し
て
行
く
イ

メ
ー
ジ
が
広
が
っ
た
。
皆
さ
ん

は
ど
う
お
感
じ
で
す
か
？

　
中
公
新
書
に
は
同
じ
著
者
に

よ
る
『
物
語
数
学
の
歴
史
』

『
ガ
ロ
ア
』
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の

方
か
ら
数
学
ワ
ー
ル
ド
に
入
っ

て
行
く
の
も
一
興
で
あ
る
。

 

（
中
西
・
鈴
木
　
卓
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
も
不
可
能
で
、

人
間
の
精
神
作
用
の
み
が
可
能

な
ら
し
め
る
と
著
者
は
説
く
。

そ
し
て
や
は
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
苦
手
な
無
限
級
数
や
無
理
数

に
立
ち
向
か
う
数
学
者
自
身
が

感
じ
て
い
る
気
持
ち
悪
さ
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
導
き
出
さ
れ

た
数
式
の
美
し
さ
・
奥
深
さ
へ

の
共
感
が
素
直
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
完
全
に
は
証
明
し
き
れ

「私のすすめる…」本・映画（ＤＶＤ）・音楽（ＣＤ）等、新旧ジャンルを問わず、心に残っ
た作品紹介をご投稿下さい。８００字以内。掲載後、記念品を贈呈します。

『
数
学
す
る
精
神
―
正
し
さ
の
創
造
、
美
し
さ
の
発
見
』

（
２
０
０
７
年
９
月
刊
）
加
藤
文
元
著
、
中
公
新
書
、
定
価
８
１
９
円

 休
補
  １
月
１
日
で
自
動
更
新

　会員個人型について「免責期間」と「てん補期間」でコースを整
理し「免責０日」を新設。これまで「Ⅱコース免責７日・てん補期
間２年間」において、６３歳までの加入年齢となっていたところを６９
歳までに拡大。
　新規のお申込は、毎月１０日まで。いつでもご加入できますので未
加入の先生はぜひご検討下さい。年度途中の増口はできませんので
ご注意下さい。
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口
大
野
小
学
校
の
６
年
生
の

時
だ
っ
た
と
思
う
。
春
か
秋
か

気
候
の
い
い
時
だ
っ
た
。
ぼ
く

は
突
然
、
唱
歌
の
時
間
に
高
い

声
が
出
な
い
の
で
困
っ
た
。
合

唱
し
て
い
て
も
歌
の
調
子
が
２

段
に
な
り
、
う
ま
く
つ
な
げ
な

い
の
で
あ
る
。
試
験
が
あ
り
、

各
人
が
１
人
ず
つ
独
唱
を
命
じ

ら
れ
た
。
歌
が
途
中
で
切
れ

た
。
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ａ

と
い
う
男
の
先
生
が
受
け
持
ち

だ
っ
た
が
、
黙
っ
て
笑
っ
て
い

た
。
ぼ
く
の
外
に
も
う
１
人
、

同
じ
く
困
っ
た
級
友
が
い
た

が
、
名
前
は
忘
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
と
ん

で
も
な
い
所
に
発
毛
し
て
恥
ず

か
し
く
恥
ず
か
し
く
、
体
操
の

と
き
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
パ

ン
ツ
１
枚
に
な
る
の
で
、
パ
ン

ツ
の
ゴ
ム
が
切
れ
た
ら
ど
う
し

よ
う
。
ま
た
生
徒
の
１
人
が
冗

談
に
パ
ン
ツ
を
引
っ
ぱ
り
 下
 し
お
ろ

た
ら
、
な
ど
と
考
え
る
と
気
が

気
で
な
か
っ
た
。
父
と
は
よ
く

一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
か
ら
、

父
の
そ
れ
は
知
っ
て
い
た
。
父

は
子
ど
も
の
ぼ
く
に
全
然
か
ま

い
な
く
自
然
体
で
通
し
た
。
某

日
友
人
の
Ｄ
君
が
、「
謙
ち
ゃ

ん
、
チ
ン
ポ
に
毛
が
は
え
と
れ

へ
ん
か
」と
尋
ね
た
。「
そ
ん
な

も
ん
あ
れ
へ
ん
」
と
ぼ
く
は

つ
っ
け
ん
ど
う
に
答
え
た
。

「
そ
う
か
よ
か
っ
た
な
あ
。
わ

し
も
生
え
と
ら
へ
ん
」
Ｄ
君
は

安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
。
そ
れ

が
ぼ
く
の
思
春
期
の
第
一
歩

だ
っ
た
が
、
宮
津
中
学
に
入

り
、
１
、
２
年
生
の
中
で
も
声

の
変
わ
ら
な
い
者
が
た
し
か
に

い
た
と
思
う
。
現
在
で
は
、
特

に
女
生
徒
で
は
３
年
生
の
３
学

期
位
か
ら
生
理
の
始
ま
っ
て
い

る
者
が
あ
る
よ
う
だ
。
つ
く
づ

く
女
性
は
ご
苦
労
な
こ
と
だ
と

思
う
。

　
当
時
、
中
郡
選
手
権
と
称
す

る
運
動
会
が
年
に
一
度
峰
山
小

学
校
で
行
わ
れ
た
。
た
し
か
そ

の
頃
は
中
郡
に
　
の
小
学
校
が

１３

あ
っ
た
と
思
う
。
陸
上
競
技
の

優
秀
な
選
手
、
ぼ
く
の
記
憶
で

は
５
年
生
以
上
、
高
等
科
１
、

２
年
の
範
囲
だ
っ
た
と
追
憶
す

る
。
某
日
、
口
大
野
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
女
子
５
年
生

の
生
徒
が
２
人
、
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
で
練
習
を
し
て

い
る
の
を
見
か
け
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
狭
く
て
直
線
で
は
　８０

メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
１
、
２

年
生
は
こ
の
コ
ー
ス
だ
っ
た

が
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

は
曲
が
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
２
人

は
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
た
。

技
量
は
伯
仲
し
て
い
た
。
ほ
と

ん
ど
甲
乙
な
く
ゴ
ー
ル
に
走
り

こ
ん
だ
。
競
馬
の
言
葉
で
言
え

ば
頭
一
つ
の
差
で
Ａ
女
が
勝
っ

た
。
あ
あ
、
彼
女
た
ち
も
一
生

懸
命
に
練
習
を
し
て
い
る
ん
だ

な
。
そ
の
途
端
に
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
Ａ
女
に
対
す

る
思
い
を
持
っ
た
。
曰
く
言
い

難
い
。
何
か
恋
情
め
い
た
感
情

に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
思
春
期
の

思
い
と
重
な
り
、　
年
に
近
い

８０

年
月
を
へ
て
、
今
思
い
起
こ
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
郡
選
手
権
に
は
友
人
の
Ｄ

君
も
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場

を
し
た
。
第
１
回
５
年
生
の
時

は
、
１
次
、
２
次
予
選
は
通
過

し
た
が
、
決
勝
レ
ー
ス
で
は
６

位
だ
っ
た
。
彼
は
口
大
野
小
学

校
で
は
出
色
の
１
０
０
メ
ー
ト

ル
・
ラ
ン
ナ
ー
だ
っ
た
。
そ
の

Ｄ
君
が
ビ
リ
に
な
る
。
子
供
心

に
世
界
の
広
さ
を
痛
感
し
た
の

で
あ
る
。
６
年
生
の
と
き
は
２

位
だ
っ
た
と
思
う
。
峰
山
小
学

校
の
Ｔ
と
い
う
選
手
が
抜
き
ん

で
て
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
当
時
峰

山
町
は
華
々
し
い
文
化
の
地
方

の
中
心
だ
っ
た
。
こ
れ
は
宮
津

中
学
に
入
り
、
峰
山
小
学
校
出

身
の
同
級
生
と
話
し
合
う
ま
で

続
く
。

　
今
、
京
丹
後
市
に
な
り
、
小

学
校
統
合
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
峰
山
小
学
校
は
廃
校
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
あ

の
堂
々
た
る
洋
式
の
校
舎
、
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス

が
と
れ
た
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

ぼ
く
た
ち
の
声
を
嗄
ら
し
た
応

谷口　謙（北丹） 　  ＜６＞

思
春
期
と
中
郡

思
春
期
と
中
郡
選選
手
権
手
権

２
月
の
相
談

２
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
要
申

込
み
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
２
月
８
日（
水
）午
後
２
時
～

　
担
当
＝
坂
本
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
２
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１６

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
２
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１６

　
担
当
＝
莇
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
２
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１６

　
担
当
＝
本
宮
社
労
士

◆
経
　
営

　
２
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２２

　
担
当
＝
外
村
会
計
士

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
魚
谷
隆
氏（
享
年
　
、
左
京
）

８１

　
月
　
日
ご
逝
去
。

１１

３０

　
星
谷
徹
氏（
享
年
　
、
西
陣
）

７６

　
月
　
日
ご
逝
去
。

１２

１６

　
三
林
實
氏（
享
年
　
、
伏
見
）

８９

　
月
　
日
ご
逝
去
。

１２

１９

　
竹
澤
正
氣
氏（
享
年
　
、
相

６６

楽
）　
月
　
日
ご
逝
去
。

１２

２１

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

１３日
（月）労災

１０日
（金）

９日
（木）基金

国保
◎◎○

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

２月のレセプト受取・締切

　
１
講
目
は
、
草
田
眼
科
医
院

院
長
・
草
田
英
嗣
氏（
写
真
）よ

り
、「
開
業
す
る
に
当
た
っ
て

私
の
意
識
し
た
こ
と
」
と
題
し

て
、
医
院
づ
く
り
の
こ
だ
わ
り

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
草
田
氏
が
意
識
し
た
点
は
、

①
患
者
さ
ん
の
訴
え
を
十
分
に

聞
く
こ
と
。
②
な
ん
で
も
相
談

し
て
も
ら
え
る
、
地
域
に
密
着

し
た
医
師
に
な
る
こ
と
。
③
診

察
・
検
査
は
で
き
る
限
り
て
い

ね
い
に
行
う
こ
と
。
④
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
は
十
分

に
行
う
こ
と
。
⑤
ス
タ
ッ
フ
と

身
の
通
勤
が
楽
な
と
こ
ろ
を
探

し
た
。
患
者
が
神
戸
、
大
阪
な

ど
の
他
府
県
か
ら
も
来
る
の

で
、
連
携
す
る
医
院
・
病
院
は

複
数
持
つ
こ
と
、
紹
介
状
は
て

い
ね
い
に
書
く
こ
と
な
ど
を
心

掛
け
る
。
院
内
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
車
い
す
で
検
査
・
診
察

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け

た
。
京
都
府
保
険
医
協
会
の
低

利
の
制
度
融
資
を
利
用
す
る
こ

と
で
自
己
資
金
の
不
足
を
補

い
、
戸
建
て
の
診
療
所
と
す
る

こ
と
で
思
い
通
り
の
診
療
所
と

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
を
重
視
す
る
こ
と
で
患
者
の

病
気
に
対
す
る
理
解
が
す
す
み

治
療
に
専
念
し
て
も
ら
え
る
。

毎
月
１
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
の
親
睦

を
高
め
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
に

や
さ
し
い
対
応
を
し
て
も
ら
え

る
な
ど
、
自
身
の
目
指
し
た
医

療
を
実
現
し
て
い
る
状
況
を

語
っ
た
。

　
第
２
講
は
、
新
規
開
業
支
援

を
多
数
手
が
け
た
廣
井
増
生
税

理
士
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
事
例

を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

た
。
　
自
身
が
手
掛
け
て
き
た
開
業

支
援
で
成
功
し
て
い
る
医
師
に

共
通
し
た
点
は
、
地
域
の
こ
と

を
よ
く
把
握
し
て
い
る
方
が
多

い
。
地
域
の
年
齢
層
や
交
通
の

便
、
所
得
層
な
ど
を
適
確
に
把

握
し
て
い
る
。
つ
ま
り
開
業
目

的
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
開
業
す
る
年
齢
と

し
て
は
　
～
　
歳
代
と
幅
広
く

３０

５０

な
っ
て
い
る
が
、　
歳
代
が
一

４０

番
多
い
よ
う
で
あ
る
。
女
性
医

師
が
開
業
後
、
早
く
安
定
軌
道

に
乗
っ
て
い
る
方
が
多
い
が
、

経
済
的
ひ
っ
迫
感
が
少
な
い
よ

う
で
、
そ
の
ゆ
と
り
感
が
患
者

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

新
規
開
業
予
定
者
の
た
め
の
講
習
会
開
く

開
業
を
考
え
る
医
師
に
実
践
的
ア
ド
バ
イ
ス

援
と
違
い
、
楽
器
を
使
っ
た
整

然
た
る
リ
ズ
ム
。
地
方
文
化
の

中
心
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

　
こ
の
大
会
で
前
記
し
た
口
大

野
小
学
校
５
年
生
の
Ａ
は
ト
ッ

プ
で
ゴ
ー
ル
に
駆
け
込
ん
だ
。

つ
ま
り
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

中
郡
一
と
称
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ぼ
く
の
思
春
期
の
第
１
番

の
思
い
出
は
こ
ん
な
形
で
結
ば

れ
た
の
だ
。

ま
だ
あ
げ
初
め
し
前
髪
の

林
檎
の
も
と
に
見
え
し
と
き

前
に
さ
し
た
る
花
櫛
の

花
あ
る
君
と
思
ひ
け
り

　
若
菜
集
「
初
恋
」
島
崎
藤
村

　
な
か
な
か
こ
ん
な
具
合
に
は

参
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

親
睦
を
は
か
る
こ
と
。
⑥
医
は

仁
術
で
あ
っ
て
、
算
術
で
は
な

い
と
認
識
す
る
こ
と
―
な
ど
。

　
ま
た
、
立
地
条
件
に
は
こ
だ

わ
り
、
高
齢
者
や
車
い
す
の
人

に
と
っ
て
も
通
院
し
や
す
い
よ

う
に
駅
に
近
く
、
近
隣
に
調
剤

薬
局
、
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
、
あ

る
程
度
静
寂
な
と
こ
ろ
で
、
自

新
規
開
業
を
実
践
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

さ
ん
に
安
心
感
を
与
え
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
開
業
準
備
は
１
年
前
に
始
め

る
方
が
多
い
。
開
業
に
必
要
な

資
金
は
運
転
資
金
１
０
０
０
万

円
を
含
め
４
０
０
０
万
～
６
０

０
０
万
円
は
必
要
。
銀
行
融
資

を
受
け
る
際
に
は
、
開
業
動
機

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

あ
い
ま
い
な
開
業
動
機
で
は
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。
テ
ナ
ン
ト
開
業
の
場
合
、

家
賃
は
　
万
～
　
万
円
を
目
安

４０

５０

に
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
際
の
面

接
は
　
人
～
　
人
が
限
界
と
考

１２

１３

え
ら
れ
る
。
最
初
か
ら
で
き
上

が
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る

よ
り
、
院
長
と
一
緒
に
働
く
な

か
で
ス
タ
ッ
フ
教
育
す
る
こ
と

を
勧
め
る
。
若
い
患
者
層
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
は
必
須
事
項
。

し
か
し
作
成
費
用
は
　
万
円
程

１０

度
に
し
て
い
る
方
が
多
い
。

　
新
規
開
業
を
考
え
て
お
ら
れ
る
勤
務
医
を
対
象
に
、
保
険
医
協
会
は
　
月
　
日
に

１１

１２

新
規
開
業
予
定
者
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。
共
催
は
有
限
会
社
ア
ミ
ス
。
講

習
会
は
、
①
先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
②
成
功
す
る
医
院
の
開
業
戦
略
―

の
２
題
で
講
演
。
最
後
に
内
田
副
理
事
長
か
ら
、
地
区
医
師
会
入
会
の
留
意
点
、
協

会
共
済
制
度
の
紹
介
や
活
用
方
法
を
説
明
し
た
。
講
習
会
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

開
業
成
功
の
医
師
に
多
く
共
通
す
る
事
例

６
つ
の
こ
だ
わ
り
で
目
指
し
た
医
療
を
実
現

　第
２
７
８
回
 

関
西
医
事
法
研
究
会

　
日
時
　
１
月
　
日
（
土
）
午

２８

後
２
時
　
分
～

３０

　
場
所
　
京
都
府
立
医
科
大
学

基
礎
医
学
学
舎
１
階
第
１
講
義

室　
主
題
　
債
務
不
履
行
構
成
に

よ
る
医
師
責
任
の
チ
ャ
ー
ト
式

解
明

　
報
告
者
　
平
野
哲
郎
氏
（
龍

谷
大
学
法
科
大
学
院
准
教
授
）

　
※
研
究
会
終
了
後
の
５
時
頃

か
ら
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

京
都
実
地
医
家
の
会
 

第
　
回
例
会

９８
　
日
時
　
２
月
４
日
（
土
）
午

後
３
時
～
６
時

　
場
所
　
京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
テ
ル
１
Ｆ「
千
寿
の
間
」（
下

京
区
東
洞
院
通
塩
小
路
下
ル
）

　
特
別
講
演
Ⅰ
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の

臨
床
～treatable

and

           
    

preventable
disease

            
       へ

の
取
り
組
み
～
」佐
藤
晋
氏（
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
呼

吸
器
内
科
学
）

　
座
長
　
松
井
輝
夫
氏
（
ま
つ

い
内
科
呼
吸
器
科
医
院
院
長
）

　
特
別
講
演
Ⅱ
「
大
動
脈
瘤
・

大
動
脈
解
離
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
～
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
の
基

本
か
ら
応
用
ま
で
～
」
当
麻
正

直
氏
（
兵
庫
県
立
尼
崎
病
院
　

循
環
器
内
科
　
医
長
）

　
座
長
　
岩
瀬
知
行
氏（
内
科
・

循
環
器
科
　
岩
瀬
医
院
院
長
）

　
共
催
　
京
都
実
地
医
家
の
会

（
連
絡
先
：
緯
０
７
５
・
９
５
１
・

１
５
０
８
鈴
木
医
院
）、グ
ラ
ク

ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
会
費
１
０
０
０
円
、情
報

交
換
会
費
２
０
０
０
円（
入
会

金
１
０
０
０
円
、年
会
費
不
要
）。

京
都
式
認
知
症
ケ
ア

を
考
え
る
つ
ど
い

　
テ
ー
マ
　「
認
知
症
を
生
き
る

人
た
ち
か
ら
み
た
地
域
包
括
ケ

ア
～
京
都
式
認
知
症
医
療
・
介
護

の
全
体
像
を
デ
ッ
サ
ン
す
る
～
」

　
日
　
程
　
２
月
　
日
（
日
）

１２

　
午
後
１
時
～
基
調
講
演
、
２

時
　
分
～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

４０
４
時
　
分
～
京
都
文
書
採
択

４０

　
場
　
所
　
同
志
社
大
学
室
町

キ
ャ
ン
パ
ス
 寒
梅
館
ハ
ー

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
上
京
区
烏
丸

通
上
立
売
下
ル
御
所
八
幡
町
）

　
連
絡
先
　
京
都
式
認
知
症
ケ

ア
を
考
え
る
つ
ど
い
実
行
委
員

会
事
務
局
（
社
会
福
祉
法
人
同

和
園
内
）
緯
０
７
５
・
５
７
１
・

０
０
１
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
７
１
・

０
４
７
３

　
参
加
費
５
０
０
円
。
参
加
申

し
込
み
は
１
月
　
日
ま
で
に
右

３１

記
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

因
姻

鰯
鰯

日　時　２月４日（土）
１５:００～１６:１０　映画「バベルの塔」上映
１６:２０～１８:００　宗川 吉汪氏 講演会
講演「福島原発で何が起こったか？　原発抜きで
エネルギーをどうする？」 宗川 吉汪氏（京都工芸
繊維大学名誉教授）
　※当初予定の講師が体調不良のため交替
会　場　京都府保険医協会　会議室
参加費　無料（要申込、先着７０人）
≪連絡先≫核戦争防止国際医師会議京都府支部／
核戦争防止・核兵器廃絶を訴える京都医師の会（京
都府保険医協会気付）

核戦争防止・核兵器廃絶を訴える京都医師の会

原発告発ドキュメンタリー映画「バベル
の塔」上映会 ＆ 宗川 吉汪 氏 講演会

２０１２年新春学習２０１２年新春学習会会
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